
気候変動による気温上昇の河川水温と淡水魚の生息分布への影響に関する考察 

 

（株）エイト日本技術開発 正会員 中村徹立    中央大学大学院   学生会員 ○髙良圭 

中央大学研究開発機構 正会員 片石温美  中央大学研究開発機構 フェロー会員 山田正 

 

１．目的  

 気候変動による気温の上昇に伴い,河川水温も上昇する 

と予想されるため，全国主要流域において観測時刻気温 1) 

と観測時刻水温 2)の単相関解析及び重相関解析を行い，気 

候変動による河川水温の上昇量を予測し，淡水魚の生息分 

布への影響を考察する． 

２．気温と河川水温の単相関、重相関解析 

図１のとおり，筑後川において 24 時間移動平均水温と 

前 96 時間移動平均気温は線形の単相関関係がみられる． 

平均水温が恒温槽地温より高い場合は，平均水温は平均気 

温より低い．厳冬冷夏の年に比べ,暖冬酷暑の年は,年間水 

温分布が上方にシフトしており気温上昇により水温の上方 

シフトが想定される．同様に複数河川で単相関解析を実施 

した結果，図 2 のとおり，気温と水温の単相関は河川で若 

干異なり，豊平川は冬期気温が零下，水温は 0℃に漸近す 

る．図 3 のとおり筑後川の 24 時間移動平均河川水温は， 

前 24 時間から前 120 時間の荷重移動平均気温と線形の重 

相関関係にある．同様に複数河川で重相関解析を実施した 

結果，図 4 のとおり，24 時間移動平均水温には，前 48 時 

間までの気温の影響が大きく，それ以前の気温の影響は小 

さくなる．なお，前 96～120 時間の気温の係数が大きいの 

は，前 120 時間以前の気温の影響が含まれるためと考えら 

れる．気温差と水温差の比率は，重相関の係数の和で図 4 

のとおり概ね 0.7～0.9 であり，気候変動による気温上昇 

の 0.7～0.9 倍程度，水温上昇すると予想される． 
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３．河川水温上昇の代表魚種の生息分布への影響 

24 時間移動平均水温は前 120 時間移動荷重平均気温 

と正の線形相関（水温差／気温差＝0.7～0.9 程度）が 

認められる．また，現況の生息域には標高の影響が加 

味されているため，概ねの傾向として現況の生息南限， 

北限の 96 時間移動平均の年最高・年最低気温が気候変 

動後の生息南限，北限でも維持されると考えた．図 5， 

6 に県庁所在地の気象観測所の 96 時間移動平均気温の 

年最高値，年最低値の地域ブロック平均値を示す．GWL 

（全球平均気温上昇）2℃により高緯度ほど気温上昇 

し，年平均・年最高日平均気温は北海道 3℃，東北 2.5 

℃，関東以西 2℃の上昇が，年最低日平均気温は北海 

道 3℃，東北以西 2.5℃，沖縄 2℃の上昇が予想 3)され 

る．各地域ブロックの生息域は，94 時間移動平均気温 

の上位及び下位の年 1 位から GWL2℃による気温上昇量 

を引いた気温まで生息域の南限，北限が北上すると考 

えて，図 5，6 に四角枠線で示す．例えば，現況の生息 

南限が道南の場合，気温 3℃の上昇で南限は道東に北 

上する．現況の北限が南関東の場合，気温 2℃の上昇 

で北限は北陸に北上する．イトウ，イワナ等は生息域 

が縮小，アマゴは地域ブロックスケールでは消滅，ア 

ユ，ウナギ等は，GWL2℃後も国内 

に広く生息すると考えられる. 

４．考察 

 24 時間移動平均水温は，前 96 

時間移動平均気温及び前 120 時間 

荷重移動平均気温と正の相関関係 

があり，気温差に対する水温差の 

比率は 0.7～0.9 である．これによ 

り，気候変動による気温上昇の 

0.7～0.9 倍，河川水温も上昇する 

と予想される．魚類には適水温域 

があるため GWL2.0℃による河川水 

温の上昇 2℃前後により生息域が 

縮小または北上すると予測される． 
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